
 奄美図書館では，１２月２１日（日）に「クリスマスお
はなし会」を行います。大型絵本・パネルシアター・ネリ
ヤカナヤ創作童話コンクール入賞作品の大型紙芝居などの
読み聞かせを行います。ぜひ，ご家族でお越しください。
○日時 平成２６年１２月２１日（日） 
    第１部１０：３０～１１：３０ 
    第２部１４：３０～１５：３０ 
○場所 奄美図書館 ４階研修室 
○内容 ブラックシアター，大型紙芝居，大型絵本，手遊

び歌など 
★ サンタからのプレゼントもありますよ。お楽しみに！

 

 

１１月２２日（土）に，「あまみならでは学舎」７時間目があ

りました。「泥染めと共に歩む島唄」と題して，伝統工芸士，唄

者の福山幸司さんが，大島紬が出来るまでの数多くの作業工程，

泥染めの実際について，大変分かりやすくお話しくださいまし

た。後半は，島唄の解説と演奏など披露していただきました。 

    

                       

 
 

 

 

 次回は，１月１７日（土）「地域資源としての奄美の海洋生物」

と題して，奄美海洋生物研究会の興克樹さんが講演してくださる

予定です。ぜひご参加ください。 
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  鹿児島県立奄美図書館

１１月８日（土），大和村体育館にて，「本は，みんなのおやつだよ～読

書で心豊かな子どもに～」をテーマに，鹿児島県図書館協会奄美支部主催

の第１３回大島地区「ふれあい読書フェスタ」が開催され，家庭・学校・

地域での読書普及のあり方について考える機会となりました。 

開会行事では，大島地区優良読書会として，上城小学校親子読書会たり

ほの会（知名町），嘉原カヲリさん（奄美市）が表彰されました。また，

図書館・公民館図書室功労者として，龍郷町立中央公民館係長としてご尽

力いただいた，長井しずえさんに感謝状をお贈りしました。 

大和村では，各学校，公民館図書室，各小中学校 

保育所などで，読書習慣の形成を図り，心の教育の 

推進に努めています。 

事例発表では，大棚小学校の山之内和英校長によ 

る「学校における図書活動の取組について」と題し 

て，「読む力」「豊かな想像力」が身につくよう緑陰 

読書，読み聞かせ，保護者との読書通信などの取組 

について紹介がありました。また，実演では大和保 

育所職員の高槻昌代さんによるエプロンシアターや 

パネルシアターの紹介がありました。実際に子ども 

たちが読み聞かせを聞く様子を見ることで，生の反応を知ることができま

した。 

午後からは，鹿児島県立図書館長である原

口泉先生の講演で，「西郷隆盛の読書と詩作」

と題し，西郷隆盛の読書に対するあり方や漢

詩を分かりやすく説明してくださいました。

今後，一人一人が読書によって人生を豊か

             にし，家庭・学校・地域・職場でさらに読書

の風が吹いていくことを期待しています。 

 

 

郷土コーナー企画展 
○期 間 平成2６年12月9日(火)～平成2７年1月9日(金)

○場 所 鹿児島県立奄美図書館 ２階郷土コーナー  

○内 容 「名瀬街 地図と写真による移り変わり－」 

      ・戦前・戦後の名瀬市街地図 

      ・名瀬市街地写真（大正～昭和） 

      ・代表的な場所についての現在の写真 

 

放送大学公開講座③ 

○日 時 平成２６年１２月１４日（日）13:20～14:45 

○場 所 鹿児島県立奄美図書館 ４階研修室 

○講 師 岩船 昌起氏（鹿児島大学地域防災教育研究センター特任教授）

○内 容 津波の動きと避難行動-「津波映像」から奄美を考える-

○その他 ・入場無料 

     ・申込不要 
 
 
※ お問い合わせは，奄美図書館まで。 
〒894-0016 鹿児島県奄美市名瀬古田町１－１ 

TEL 0997-52-0244    FAX  0997-52-9634 

 

参加してみませんか！

〒894－0016 奄美市名瀬古田町１－１ ℡0997－52－0244 
HP address：http://www.library.pref.kagoshima.jp/amami/
E-mail address：ama-lib@pref.kagoshima.lg.jp 

 

 

 

 年末年始の開館時間等は，下記のとおりとなります。利用
者の皆様にはご不便をおかけしますが，ご理解くださるよう
お願いいたします。 
 
【開館日・休館日】         
12 月 29 日(月)・30日(火)     
12 月 31 日(水)～１月２日(金) 
１月３日(土)                
１月５日(月)          

    
【臨時開館日にご利用できないサービス】 
 臨時開館日には，下記のサービスはご利用いただけません。
ご理解・ご協力をお願いいたします。 
○調査相談    ○書庫資料閲覧 
○貸出予約    ○利用者用端末 
○研修室利用 

：臨時開館日（17時まで）
：休館日 
：臨時開館日（17時まで）
：休館日 

１０月２６日（日）に，島尾敏雄顕彰会副理事長で詩人でもある仲

川文子さんをコーディネーターに迎えて「島尾敏雄を語る」をテーマ

に座談会を行いました。座談会では，島尾敏雄と直接関わりのあった

方 か々らの貴重な体験の発表や，島尾敏雄が奄美に遺したものを今後

の奄美に活かしていく方向性についての提言等が話し合われました。 



 
 
 
 
月 日 曜 行 事・催 し 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

１ 月 特別整理に伴う休館（～12/5） 

６ 土 おはなしさんぽ 10:30～ 

７ 日 ネリヤカナヤ創作童話コンクール表彰式 10:00～11:30 

８ 月 休館 

９ 火 郷土コーナー企画展（～1/9） 

10 水 おはなしの森 15:30～16:00 

14 日 放送大学公開講座③ 

15 月 休館 

17 水 おはなしの森 15:30～16:00 

21 日 クリスマスおはなし会 

22 月 休館 

24 水 おはなしの森 15:30～16:00 

25 木 郷土コーナー講演会 

28 日 17時までの開館 

29 月 臨時開館（17時までの開館） 

30 火 臨時開館（17時までの開館） 

31 水 休館 

１ 

３ 土 臨時開館（17時までの開館），おはなしさんぽ10:30～

４ 日 17時までの開館 

17 土 
あまみ子どもライブラリー 10:00～ 

あまみならでは学舎⑧  14:00～15:30 

 

１日(木)・２日(金)・５日(月)・ 

1３日(火)・１９日(月)・2３日(金) 

26日(月) 

今 月 の 新 着 図 書 コ ー ナ ー 

一 般
読む力が未来をひらく 
脇 明子            岩波書店 
竜巻のふしぎ  
森田正光            共立出版 
ゴルフには上手くなる「順番」がある 
藤田寛之         ベストセラーズ 

その他１４３冊

小 説・随 筆 
明日の子供たち          
有川 浩             幻冬舎  
天の光 
葉室 麟            徳間書店 
白蓮 
宮崎 蕗苳         河出書房新社 
かわうそ 
あさの あつこ          祥伝社 

その他１６冊

進学・ビジネス支援 
客室乗務員になるには 
鑓田浩明           ぺりかん社 

その他１冊

児 童
おはなしばあさんと風来坊 
川端 誠             ＢＬ出版 
ヘレン・ケラーのかぎりない夢 
ドリーン・ラパポート        国土社
のっぺらぼう 
杉山 亮            ポプラ社
げんきなぬいぐるみ人形ガルドラ 
モドウィナ・セジウィック    福音館書店 
気をつけよう！スマートフオン 
小寺 信良             汐文社 
クリスマスのグリーンベル 
山部 京子             文芸社 

その他７６冊

郷土関係   
奄美大島に於ける「家人」の研究 
金久 好             南方新社 

その他３冊

おすすめの本  
    

ぬいぐるみおとまりかい  
風木 一人            岩崎書店
 

「ぬいぐるみおとまりかい」とは，「ぬいぐるみ
図書館お泊まり会」のことをいいます。子ども
たちがぬいぐるみを図書館に持ちよって，夜の
図書館にぬいぐるみだけお泊まりさせる，とい
うイベントで，全国各地の図書館で実施されて
いるようです。子どもたちのお気に入りのぬい
ぐるみたちは，図書館に預けられたあと，夜の
図書館でいったい何をしているのでしょうか。
この絵本を開いて，こっそりその様子をのぞい
てみませんか。 

青い光に魅せられて～青色ＬＥＤ開発物語～  
赤﨑 勇         日本経済新聞出版社
 
先月ノーベル賞物理学賞を受賞した赤﨑勇さん

著書の本です。赤﨑さんの生い立ちから現在まで
の歩みについてまとめられています。大学進学ま
で過ごした鹿児島でのことや，大学卒業後，企業
と大学を渡り歩きながら研究を続けていったこと
などが詳しく記されています。赤﨑さんが青色Ｌ
ＥＤの材料として窒化ガリウムの可能性に着目し
研究に取り組んだのは４０歳のときでした。重要
な研究成果が出たのは６０歳になる前といいます
から，遅咲きの研究者といえます。自分の好きな
ことにとことん打ち込み，あきらめなければ道は
開けることを私たちに教えてくれます。 


